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研究成果の概要（和文）：本研究は、日仏の研究者と共同作業を行なうことによって、「出来事」と「実在性」
をめぐる哲学的問題に関して、フランス現象学の観点から新たな考え方を獲得することを目的とした。研究期間
の最初の二年間と重なったコロナ禍のため、期間の前半はZoomを通じてのセミナーなど、限定的な仕方での共同
研究にとどまらざるを得なかったが、研究期間を延長することで、コロナ禍も落ち着いた後半の二年間は、フラ
ンスで開催されたシンポジウムへの参加や日本で開催したシンポジウムなど、日仏の研究者たちと直接に交流す
ることが可能となり、様々な成果を得ることができた。これらの成果はフランスや日本で書籍として公刊される
予定である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to gain a new way of thinking about the 
philosophical issues surrounding “event” and “reality” from the perspective of French 
phenomenology by collaborating with Japanese and French researchers. Due to the Corona disaster, 
which coincided with the first two years of the research period, we had to limit our collaboration 
in two years to limited ways, such as seminars via Zoom, etc. However, by extending my research 
period, I was able to participate in symposiums held in France and symposiums held in Japan, which 
enabled me to interact directly with Japanese and French researchers and obtain a variety of 
results. These results will be published as the books in France and Japan. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「出来事」も「実在性」も、誰しも経験するような身近で日常的にありふれた事柄であり、一見したところその
意味は誰にも理解しやすいように思われるが、実際には様々な哲学的問題がそこに潜んでいる。例えば出来事は
物とは何が異なるのか、あるいは出来事は存在か非存在かといった問題に一義的な答えを与えることは難しい。
実在性についても同様であり、本研究では、これら二つの概念をめぐって、これまでの哲学の歴史における様々
な考察を踏まえつつ、そうした考察では不十分だった点を考慮に入れ、フランス現象学の観点から新たな見方を
手に入れることを試みた。こうした考察は、これらの概念をめぐる今後の研究の基礎となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 「出来事（événement, event）」も「実在性＝リアリティ（réalité, reality）」も、人がいつでも日
常的に経験しているような、きわめて身近でありふれた事柄であり、一見したところ、その意味
は誰にも理解しやすいように思われる。しかしながら実際には、次のような様々な哲学的問題が
そこには潜んでいる。例えば、出来事は物理的実在としての物やその存在とは異なるのかどうか。
出来事がものとは異なるとすれば、それは存在するものなのか、それとも存在するものではない
のか。また出来事が物理的実在ではないとした場合、出来事の持つ実在性＝リアリティは物理的
実在が持つ実在性＝リアリティと同様に、あるいはそれ以上にリアル＝実在的（réel, real）なこ
ともあるため、出来事の実在性＝リアリティとは一体何かということも問題となる。 
こうして出来事について問うことは、同時に出来事の実在性や物理的実在の実在性も含めて、
実在性一般について問うことにもつながる。しかし出来事と実在性をめぐるこれらの問いに対
して、従来の哲学史では一義的な答えが与えられてきたとは言い難い。そこで、これまでの哲学
史における様々な考察を踏まえつつ、そうした考察では不十分だった点をフランス現象学の観
点から補いつつ総合することで、これら二つの概念をめぐって新たな見方を手に入れることが
できるのではないかという見通しを抱いた。これが本研究開始当初の背景である。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「出来事」を物理的実在や存在とは異なるがそれらとは異なる「実在性」を
有するものとして把握し、この出来事という実在に特有の実在性を解明することである。また出
来事の実在性こそ実在性一般の核心にあるとすれば、出来事を出来事そのものとして解明する
ことはそのまま実在性の本質を解明することにつながる。出来事と実在性という概念は、古代か
ら現在までの哲学史の中で絶えず考察の対象となってきたことは言うまでもない。しかし、様々
な哲学的立場の間で統一的な見解が出された訳ではなく、むしろこれらの概念をめぐる研究は、
現在でも相互交渉のない状態にとどまっている。こうした状況に対して、本研究は出来事に固有
の実在性を解明し、出来事を出来事そのものとして哲学的に探究する可能性を提示することに
よって、様々な立場を整理・総合しつつ、出来事と実在性の統一的な理解のための哲学的見通し
と方向性を与えることを最終的な目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 「出来事」と「実在性」をめぐる哲学的問題に関して新たな考え方を獲得する本研究を遂行す
るにあたり、フランス現象学の観点から研究を遂行し、フランス現象学を専門分野とする日仏の
研究者たちと共同作業を行なうことを主要な方法とした。 
 より具体的には、出来事とその実在性を次の三つの観点から解明することを目指した。（1）出
来事をめぐる経験の現象学的研究、（2）数学的経験における実在性の現象学的研究、（3）出来事
と実在性をめぐる現象学と哲学史の再検討。これら三つのアプローチに基づいて、フランスの研
究者たちとの緊密な協力関係のもとに、出来事と実在性についての日仏共同研究を遂行した。 
研究期間の最初の二年間はコロナ禍と重なったため、期間の前半は Zoom を通じてのセミナー
など、かなりの程度まで限定的な仕方での共同研究にとどまらざるを得なかったが、研究期間を
一年延長することで、コロナ禍も落ち着いた後半の二年間は、フランスで開催されたシンポジウ
ムへの参加や日本で開催したシンポジウムなどにおいて、ディディエ・フランク、フランソワ＝
タヴィッド・セバー、ドミニク・プラデル、エマニュエル・カタン、ブリュス・ベグー、ヴァン
サン・ブランシェ、ポール・オーディをはじめとした多くの研究者たちと直接に交流しつつ共同
作業を行なうことが可能となった。 
 
 
 
３．研究成果 
 「出来事」と「実在性」に関して主に以下のような研究成果を得ることができた。 
（1）出来事をめぐる経験の現象学的研究 
 いかなる経験も主体による経験・主体における経験である以上、出来事をめぐる経験について
の研究も主体に即して行われなければならない。言い換えれば、それは出来事を経験する主体に
ついての研究と不可分である。そのため本研究では現代フランス現象学に即してこの点を考察
した（招待講演・学会発表の 1）。しかも出来事を経験する主体はそれが生きていることを、す
なわち生であることを前提とするのだから、それは主体である生についての研究と不可分であ
る。そのため本研究では現代フランス現象学に即してこの点を考察した（招待講演・学会発表の



7）。それでは生を生たらしめるものは一体何か。それを明らかにするため、生の本質の一つであ
る「情感性」について現代フランス現象学に即してこの点を考察した（招待講演・学会発表の 2）。 
（2）数学的経験における実在性の現象学的研究 
数学的経験における実在性については、フランスの数理哲学者アルベール・ロトマン（1908-

1944）による古典的研究が存在する。そこで、彼の著作の翻訳を手がけると共に、その数理哲学
の内実についての検討を行ない、現代フランス哲学、とりわけドゥルーズとバディウへの影響関
係と実在性の捉え方の変遷を明らかにした（解説の 1、翻訳の 1）。また数学も含めた科学一般に
関しても実在性概念に即して応用的研究を試みた（招待講演・学会発表の 6）。 
（3）出来事と実在性をめぐる現象学と哲学史の再検討 
出来事と実在性を軸にして新たな「自然」概念の構築を試みると共に、この新たな自然概念の
観点から現代に至る哲学史の再考を行なった（招待講演・学会発表の 5、著作の 2）。また出来事
と実在性の概念を中心に据え、特にアンリとデリダの哲学に即して、フランス現象学の可能性と
限界について検討を行なった（招待講演・学会発表の 4、著作の 1、論文の 1）。そして出来事と
実在性の観点から、スピノザ哲学とフィヒテ知識学の関係、タルドとフランス哲学史・学問史の
関係について再検討を行なった（招待講演・学会発表の 3、論文の 2、3）。 
これらの研究成果はまったく新しいものであり、出来事と実在性の概念をめぐる今後の研究
の基礎となるものである。またこれら以外の研究成果もフランスや日本で書籍として公刊する
予定である。 
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